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発行◆514-0004　津市栄町1丁目954県民サービスセンター４階　三重県市民活動センター
Tel.059-224-2644 Fax.059-224-2072

5月、6月に三重県内各地で開催される市民活動のイベントを事前にお知らせします。

「たんぽぽクラブ」の茅谷千恵子さん
NPOリレーインタビュー

自らが経営する子どもの本専門店をネットワークと活動のきっかけづくりの場として位置づけ、情報
発信を行っている茅谷さん。環境庁の子どもエコクラブに登録している「たんぽぽクラブ」もそん
な活発な活動のなかから昨年生まれ、今年2年目の活動を始めようとしています。

情報をお寄せください。市民がつくる市民活動の情報です。

県内の市民活動 イベントのスケジュール

MIE NON-PROFIT ORGANIZATION NEWS

【NPO室から】

NPO法人の申請を受け付けています。
4月16日までの三重県内のNPO法人申請団体を紹介します。NPO室では、NPO法人の申請の相
談も受け付けています。書類の書き方、申請方法のわからない方、お気軽にご相談ください。

平成11年4月 25日発行

市民活動を資金面からサポートする助成金情報です。活動内容に合わせて生かしてください。今月
号は8件の情報を掲載しています。

助成金情報

リサイクルのほか、活動資金を集めるための場として5月、6月の県内で行われるフリーマーケット
情報を掲載します。

フリーマーケット情報

ネットワークのよびかけ
障害を持つ方々の自立を応援する「Ｐｅｐ－Ｃｏｍ」では会員とボランティアを、「国際青年の村’99」
では参加者を広くよびかけています。

ペ プ コ ム

かやたに



2

子どもの気持ちわかりますか

　心 の教育講演会
●とき／5月16日（日）PM1：00開演～PM5：00
●ところ／三重県総合文化センター女性センター多目的ホール
●内容／子どもの心の豊かさを育てる教育は学校だけのものではあ
りません。生活するフィールドすべてが教室です。地域の人々が子ど
もと関わることで学校と一緒に心豊かな子どもたちを育みましょう。
【ビデオ上映】PM1：00～
「三春町の教育改革―子どもの夢が育つ学校づくり―」
（協力／市民活動情報センターin四日市）
【講演会】PM2：50～
「心の教育とは―地域の力を学校に―」
講師／文部省生涯学習局生涯学習振興課課長　寺脇研さん
託児施設、手話通訳もあります。
●問い合わせ先／（社）日本青年会議所・東海地区三重ブロック協議
会事務局　Tel.＆Fax.0593-84-3548（問い合わせは月曜～金曜
のAM9：30～PM5：00の間にお願いします）　E-ma i l　
mieb@tisltd.co.jp
●主催／（社）日本青年会議所・東海地区三重ブロック協議会
●後援／三重県教育委員会、三重県ＰＴＡ連合会、三重県市町村教育
委員会連絡協議会

（平成11年3月19日～平成11年4月16日申請分）

【NPO室より】
NPO法人申請を受け付けています。申請に関する書類はだれでもご覧い
ただけます。
特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）が昨年12月1日に施行されてからこれま
で9件の申請がありました。今回更に2団体から認証の申請があったので紹
介します。関係書類は三重県生活部生活課NPO室及び各県民局生活環境部
に備えてあります。どうぞ自由にご覧ください。
【10】
・特定非営利活動法人の名称
・申請年月日
・代表者の氏名
・法人の事務所の所在地
・縦覧期間
・認証の種別
・定款に記載された目的

【11】
・特定非営利活動法人の名称
・申請年月日
・代表者の氏名
・法人の事務所の所在地
・縦覧期間
・認証の種別
・定款に記載された目的

音楽療法についておしゃべりしましょう

「わいわいおしゃべり会議」
●とき／5月1日（土）PM3：00～PM6：00

特定非営利活動法人自治会活動推進機構
平成11年3月19日
北村佳生
津市柳山津興386番地の30
平成11年5月19日まで
設立
この法人は、各地域の自治会活動の活性化と住民
の新しい連帯づくりを図るため、自治会活動運営
の支援及び推進に関する事業を行ない、地域福祉
に貢献することを目的とする。

特定非営利活動法人伊賀の自然環境を守る会
平成11年3月30日
山本晃
上野市恵美須町1684番地
平成11年5月30日まで
設立
この法人は、伊賀の豊かな自然を守り、自然との
共生を推進し、より豊かな生活とより安全な生活
を願う人々に対して、自然環境保全事業、自然災
害救援活動事業等を行い、地域社会に貢献するこ
とを目的とする。

●ところ／三重県市民活動センター
●内容／時に心を癒し、時に楽しい気分にしてくれる音楽。その効果
を生かして体や心のケアを行うのが音楽療法です。三重県で音楽療
法に取り組んでいる音楽療法ネットワーク三重のスタッフと音楽療法
についてお茶でも飲みながらおしゃべりしませんか？ネットワーク勉
強会資料や他団体の資料を見ることもできます。
●問い合わせ先／音楽療法ネットワーク三重（伊沢）　Te l .＆
Fax.0593-70-7285

市民活動に関する講演会や
イベントです

5月・6月に開催される

三県フォーラム
報告書完成！

昨年、四日市市で開催された「福
井・滋賀・三重　市民活動フォー
ラム’98」の報告書が完成しま
した。
ご希望のかたは、NPO室か各県
民局のNPO担当にお問い合わ
せください。

あしながＰウォーク10
「第16回大会は伊勢から全国へ発信！」
●とき・ところ／
伊勢コース　5月9日（日）厚生児童公園（伊勢市駅近く）
津コース　5月16日（日）お城西公園噴水前（津市役所北側）
四日市コース　5月23日（日）四日市市役所前
各コース共、AM9：30集合、AM10：00スタート（雨天決行）
●参加費／500円（保険費・資料作成費）
●内容／「病気・災害遺児」の窮状を訴え、ボランティア社会フィラン
ソロピー社会づくりの啓蒙と実践をしながらウォークラリーを楽しみ
ます。途中のゲームでは正解者のなかから抽選でＪリーググッズが当
たります。なお、ゴール後に募金用振込用紙を配布します。
同時にスタッフも募集しています。興味のある方は連絡を。
●申込方法／当日受付
●問い合わせ先／あしながPウォーク10実行委員会（三重県担当・真
弓恒）　Tel.059-227-4683
●主催／あしながＰウォーク10実行委員会
●共催／勇気の会（伊勢コース）
●後援／文部省、厚生省、三重県、三重県教育委員会、日本労働組合
総連合会、Ｊリーグ選手会、日本医師会、全国社会福祉協議会、日本歩
け歩け協会など。

ピー テン
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「Ｐｅｐ－Ｃｏｍ」からのメッセージ
障害を持つ方々の『自立』を応援します！

●とき／5月30日（日）AM9：00～PM2：00頃（雨天中止：決行が見
極めにくい場合はAM7：00に判断しますので電話してください）
●ところ／勢和村役場集合
●内容／無農薬自然栽培を行っている勢和村の野呂さんのたんぼで
田植えをします。生き物いっぱいのたんぼや川でのんびりとしたひと
時をすごしましょう。
なお、今後も野呂さんのたんぼで稲刈りなどの行事を予定していま
す。そのための通信費をいただきます。
●持ち物／汚れてもよい服装と靴、バスタオル、帽子（ひも付きの麦
わらが最高）、弁当。
●申込方法／下記まで電話で事前申込を。
●申込・問い合わせ先／まつさか自然の学校事務局（山田）　Tel.＆
Fax.0598-26-8270

総務庁、三重県などが主催する「国際青年の村’99」は世界が抱える
課題・問題を話し合い、その解決のための役割、具体的な行動を考え
ることを目的としています。今年のテーマは「M.I.E―Making  In-
ternational  Equity  ～Putting last first through awaking
and developing our co-existing society ～（公平で公正な国
際社会に向けて私たちにできること）」。
世界14ヶ国からの青年約150人と全国からの日本人青年約150人
が集まり、約1週間生活を共にしながら、ディスカッションやスポーツ、
ダンス、地域との交流を行う予定です。
●とき／7月28日（水）～8月4日（水）
●ところ／三重県立鈴鹿青少年センター
●募集人数／約150人（日本全国から）参加年齢は概ね20～30歳。
●応募締切／5月7日（金）必着
●申込方法／所定の参加申込書に必要事項を記入し、下記まで郵送
または持参。
●申込・問い合わせ先／514-8570　津市広明町13番地　三重県
生活部青少年・私学課　Tel.059-224-2405

Ｐｅｐ-Ｃｏｍはコンピューターの技術を身につけることにより、在宅で
就労を応援しようという目的のもとにできあがったＮＰＯ団体です。
コンピューターの技術を身につけるのは簡単ではありませんが「やる
気」しだいで可能ですし、一度身につけた技術は必ずプラスになると
思います。コンピューターは使い方次第であなたの活動半径を広げ、
多くの人とのコミュニケーションを可能にし、在宅で仕事をしたり、家
にいながら企業に就職するといった新しい可能性を広げてくれます。
Ｐｅｐ-Ｃｏｍはコンピューターの利用によってあなたの持っている能
力を生かし、チャンスの場を共に探していきたいと思っています。
●活動内容／コンピューターによる在宅就労を目標としたセミナー
の開催。在宅におけるコンピューター技術の向上に対する支援。障害
に応じたコンピューターの利用法などへの相談。機関誌、ホームペー
ジによる情報の公開。
●会員構成／Ｐｅｐ－Ｃｏｍの主旨に賛同してくれる人々。
会員…様々な障害により自立を阻まれた人、またその家族。
賛助会員・団体…資金援助してくださる個人、団体または企業。
ボランティア会員…セミナーのアシスタントとして手伝ってくれる人。
メールボランティア会員…会員の質問にメールで答えてくれる人。
●申込方法／興味を持った方は住所、氏名、年齢、電話番号を明記し、
下記までハガキで資料請求してください。入会案内などを送ります。
●申込・問い合わせ先／514-1254　久居市森町165　谷井亨

●とき／5月23日（日）AM10：00～PM4：00
●ところ／久居市総合体育館
●入場料／無料
●内容／環境の問題は社会の発展と呼応するように近年クローズ
アップされてきました。この地域においても例外ではありません。そ
こで今回、環境をテーマにしたイベントを企画しました。楽しい企画
盛りだくさんですので是非ご家族でご来場ください。
1、なるほど・ザ・ブース：企業、市民団体、行政による環境問題への取
り組みの紹介、エコ商品等の展示、活動の紹介。
2、フリーマーケット。
3、各種アトラクション：エコクイズ大会、エコカー試乗会、似顔絵コー
ナー、竹細工コーナー、だるま落し、空缶積み、ペットボトル輪投げ、振
舞コーナー（ちゃんこ、たこ焼）。
●問い合わせ先／久居市本町1347-1　久居商工会議所3F（社）久
居青年会議所事務局　Tel.059-256-0123　Fax.059-255-
4433
●主催／（社）久居青年会議所

ネットワークの

よびかけ

どろんこになって田植えしようよ！
第15回まつさか自然の学校

ペ プ コ ム

三重優秀映画鑑賞会の上映会へ

映画「ナージャの村」がやって来る！
●とき／5月30日（日）◯2：00～、◯4：30～、◯7：00～
●ところ／津リージョンプラザお城ホール（市役所西側）
●内容／旧ソ連のチェルノブイリ原発で事故が発生、ナージャの住む
ベラルーシ共和国のドゥヂチ村も放射能汚染で強制移住地域となり、
大勢の人たちが故郷を去りました。今はナージャたち6家族だけが移
住を拒み続けていますが、残された村は豊かな自然に彩られています。
映画はナージャを中心に描く“いのちの大地”の美しい映像記録です。
●参加費／月会費500円　入会金1000円
●問い合わせ先／三重優秀映画鑑賞会　Tel.＆Fax.059-228-2755
※国際交流関係団体所属の方と三重・チェルノブイリ被曝児童救援募
　金関係の方は優待いたします。

1 2 3

【エコ・フェスタ’99】
―考えよう私たちのまち！！―

「国際青年の村’99 」
参加青年の募集
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三重県文化振興基金事業助成募集のご案内
●受付締切／4月30日（金）
●助成の目的／三重県では、文化の振興・普及を図るため、地域の特
色を生かしながら自ら企画して行う事業に対し助成を行っていますの
で、ふるって御応募ください。
●助成の対象となる団体／この助成を受けることができるのは、県
内の文化団体（実行委員会形式を含む）及び個人で、次の要件に適合
するものです。
1、県内に住所または活動の本拠を有すること。
2、団体にあっては、一定の規約などを有し代表者が明らかであること。
3、団体にあっては、団体の意思を決定し執行する組織が確立してい
ること。
4、団体にあっては、自ら経理し監査する等会計組織を有すること。
5、個人にあっては、活動の実績を有すること。
●助成の対象となる活動／助成の趣旨に適合する活動で、次の要件
を満たすものを助成します。
1、営利を目的とするものでないこと。
2、特定の政党もしくは政治的団体又は宗教のための活動でないこと。
3、当該事業において他に県の負担金又は補助金を受けないもの。
4、特定の会員のみに限られるものでないこと。
（対象事業例：
1、芸術鑑賞、文化講演会の開催、地域の文化を学習するなど文化に
ふれあう機会の提供。
2、文化団体などの演奏会・展示会、文芸作品集や郷土研究誌の発刊
など文化活動の発表。
3、文化活動指導者の研修会・講習会、文化活動などに対する指導者
の派遣など文化をになう人材育成。
4、国際文化交流事業や文化団体間の交流事業。
5、文化遺産、郷土文化の調査・研究、文化に関する顕彰活動、伝統文
化の伝承活動など歴史文化の継承・活用。
6、その他、文化情報誌等の発行、地域の文化を生かしたまちづくり活
動など。
●助成対象事業の期間／平成11年4月～平成12年3月
●助成の額／事業の企画・実施に直接要する経費の2分の1以内で
30万円を限度とします。ただし、市町村域を越えて広域的に行われ
るものや先進的な取り組みについては、50万円を限度とします。
●応募方法／所定の様式により、各団体の事務所などの所在する市
町村の文化担当課へ申請してください。
申請様式は、市町村の文化行政担当課や各県民局生活環境部でお受
け取りできます。
●問い合わせ先／
三重県生活部文化課文化振興グループ　
Tel.059-224-2673

【こぴすくらぶ「フリーマーケットを遊ぼう」】
●とき／5月8日（土）PM1：00～PM3：00（雨天時は5月9日（日）
AM10：00～正午）
●ところ／こぴすくらぶ
●内容／出展希望者には詳しい要項を渡しますので申し出てくださ
い。また、ストリートパフォーマンスなど面白い企画大歓迎です。駐車
場は近くの三村プロセス跡地を利用してください。
●申込・問い合わせ先／515-2317一志郡嬉野町野田垣内134-
11　こぴすくらぶ　Tel.＆Fax.05984-2-8135

【チャリティーフリーマーケット】
●とき／5月16日（日）AM11：00～PM3：00（雨天の場合、6月6
日（日）に延期）
●ところ／松阪市中部台公園　こどもの城手前通路
●内容／80店限定で出店者を募集中。詳細は問い合わせを。このほ
か、当日はいろいろな模擬店も参加します。
●申込・問い合わせ先／藤原　Tel.0598-26-8716
●主催／チェリーフレンド
●後援／松阪市ボランティアセンター

【ポルタひさいフリーマーケットの予定】
●とき／毎月第4日曜日
5月23日（日）AM10：00～PM4：00（雨天中止）
6月27日（日）AM10：00～PM4：00（雨天中止）
●ところ／近鉄・久居駅前ビル「ポルタひさい」西・南側歩道上
●参加費／無料
●内容／フリーマーケットのほか、弾き語りバンド「リンクス」のライ
ブも行われます。
●申込・問い合わせ先／久居フリーマーケット連絡会（山口登）
Tel.059-252-2117　ホームページ　http://www.nttl-
net.ne.jp/noboruyamaguchi/porta/

助 成 金
ニュース

【中勢フリーマーケット協会のフリーマーケットの予定】
●4月29日（祝）松阪中部台公園
●5月8日（土）メッセウイングみえ（赤十字イベント同時開催）
「中勢フリーマーケット協会」から
●参加費／フリーマーケットへの参加方法は会員になる方法とその
イベントごとに参加するスポット参加の2通りがあります。会員特典は
ブース代の割引と月に1回の会報送付です。入会金は1000円、年会
費は1200円です。詳しくは事務局にお問い合わせください。
●会員申込方法／郵便番号、住所、氏名、電話番号、Fax番号、携帯番
号、品目を明記してハガキまたはFaxで連絡。
●申込・問い合わせ先／510-0304　安芸郡河芸町上野1271　
中勢フリーマーケット協会　Tel.090-7027-4334　Fax.059-
245-2536

フリーマーケット情報
資源のリサイクルと共に、市民活動団体の活動資金集め
の場としてフリーマーケットが欠かせないものになってい
ます。市民グループが主催するフリーマーケット情報を教
えてください。
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キリン福祉財団社会福祉助成募集のご案内
●受付締切／5月31日（月）消印有効
●助成の目的／障害者及び高齢者の福祉ならびに青少年の健全育
成など、児童の福祉に関する諸活動に対して援助を行い、わが国の社
会福祉の発展に寄与すること。
●助成の対象となる団体／福祉を目的とする民間団体。法人格の有
無は問いません。
●助成の対象となる活動／障害者・高齢者による地域福祉に関する
ボランティア活動。
（例：障害者・高齢者の自立支援活動、障害者・高齢者の児童健全育成
活動、障害者・高齢者のサービス活動、在宅介護者へのネットワーク
づくり活動、障害者・高齢者の相互支援（友愛訪問など）活動など）
ただし、以下の内容に該当する場合は対象外となります。
1、助成金の使途で人件費、リース料などの運営費などの経費負担お
よび設備費負担（機材、備品、設備の購入）となるもの。
2、行政、他財団からも助成を受けているもの。
●助成対象事業の期間／単年度事業
●助成の額／総額1500万円。1件あたりの上限は100万円。
●応募方法／所定の申込用紙に記入し、添付書類と共に郵送。用紙
は下記に請求してください。なお、今年度の事業は障害者・高齢者自
身による活動が主体であるため、高齢者団体については活動メン
バーの年齢を、障害者団体については障害の有無を団体活動メン
バー表に必ず記入のうえ、提出してください。
●申込・問い合わせ先／財団法人キリン福祉財団事務局　104-
8288東京都中央区新川2丁目10番1号　Tel.03-5540-3522
Fax.03-5540-3525

財団法人太陽生命ひまわり厚生財団
社会福祉助成事業のご案内
●受付締切／6月30日（水）必着
●助成の目的／社会福祉の向上に寄与することを目的としていま
す。今年度は人口構成の著しい高齢化の進展にともなって、老人問題
が大きな社会問題となっていることから、老人福祉に関する事業や研
究・調査への助成、ならびに身体障害者の自立、社会参加などに関す
る事業への助成活動も行います。
●助成の対象となる団体または個人／社会福祉の向上に寄与すると
いう財団の目的を達成することができる民間団体、個人など。
●助成の対象となる活動／
1、事業助成
（1）在宅老人などの福祉に関する事業への助成。
（3）在宅老人の福祉に関する事業を行う民間ボランティアグループ
などへの助成。
（4）老人福祉などの開拓、育成などに資する事業への助成。
（5）身体障害者の福祉に関する事業への助成。
※（2）は地域限定の助成のため記載除外。
2、研究助成
（1）老人保健、生活習慣病および老人福祉に関する研究、調査などへ

財団法人電気通信普及財団
福祉、文化事業援助のご案内
●受付締切／5月31日（月）
●助成の目的／広く電気通信を普及、発展させることにより、高度情
報社会の健全な進展を図り、わが国社会経済の発展に寄与すること。
●助成の対象となる活動／
1、平成11年10月から次年度末までの間に開催される電気通信に
関するシンポジウム、セミナー開催及び電気通信の普及、振興に著し
く貢献する事業。
2、電気通信を利用したボランティア活動。
●助成の対象となる団体／電気通信を利用したボランティア活動の
場合、福祉分野であり、ボランティア団体であるものを対象とします。

財団法人安田生命社会事業団
研究助成・実践奨励募集のご案内
●受付締切／5月7日（金）必着
●助成の目的／児童青少年の健全育成と精神発達障害児の療育に
関する事業および家族・家庭を取り巻く問題と高齢者に関する事業の
推進。
●助成の対象となる団体または個人／
1、当財団の講座・講演会の講師や刊行図書の執筆者などの個人（グ
ループ研究を含む）ならびにその個人が所属する団体。
2、上記1の方からの推薦による個人（グループ研究を含む）または団体。
3、当財団主催の講座や研究会などの参加者、実践情報通信「マイン
ディックスぷらざ」の購読者、含む大学（院）生。
4、そのほか、当財団が認めた方。
なお、過去に他機関から助成を受けたテーマによる応募は除外。
●助成の対象となる活動／
1、研究助成（心理学的研究・医学的研究・社会学的研究）
（1）乳幼児期から学童思春期の問題に関する精神保健・福祉の領域
（例：児童青少年精神医学、小児科学、教育学、心理学、社会学など）に
ついての基礎的・臨床的な研究とします。
（2）家族・家庭の問題に関する精神保健・福祉の領域（例：家族精神医
学、心理学、人間関係学など）についての基礎的・臨床的な研究とします。
（3）高齢者の問題に関する精神保健・福祉の領域（例：老年精神医学、
心理学、社会学など）についての基本的・臨床的な研究とします。
2、実践奨励
（1）乳幼児期から学童思春期の子どもの問題や家族・家庭にかかわ
る実践現場での調査・活動などを支援・奨励します。特に、保育・教育
機関、福祉施設、子どもや家族・家庭問題の相談室などの現場での指
導・活動などを歓迎します。
（2）高齢者問題に取り組む医療・福祉など、現場での調査・活動を支
援・奨励します。（例：老人ホーム、痴呆性高齢者施設、高齢者在宅サー
ビスセンターなどの老人福祉施設。保健所、病院などの医療機関およ
びボランティア活動）
●助成対象事業の期間／助成金交付から1年以内。
●助成の額／研究助成、実践奨励共にそれぞれ20件をめどにしま
す。研究助成は1件50万円、実践奨励は1件20万円が限度です。
●応募方法／所定の申請書に必要事項を記入し下記まで郵送。申請
書は安田生命の本社ならびに最寄りの本部・支社にあります。
●問い合わせ先／財団法人安田生命社会事業団研究助成担当係　
170-0013東京都豊島区東池袋1-34-5　Tel.03-3986-7021
Fax.03-3590-7705

過去3年度以内に当財団から援助を受けた団体、社会福祉協議会な
どは対象外です。
●応募方法／所定の申込書を下記に請求し、送付。
●問い合わせ先／財団法人電気通信普及財団　105-0003東京都
港区西新橋1-6-11西新橋光和ビル5階　Tel.03-3580-3411　
Fax.03-3580-3488
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財団法人車両競技公益資金記念財団助成金
募集のご案内
●受付締切／平成12年1月31日（月）。随時受け付けています。
●助成の目的／ボランティア活動の推進
●助成の対象となる活動／
1、社会福祉のためのボランティア活動の推進に必要な各種機材の整
備事業。
2、社会福祉施設(日本自転車振興会及び日本小型自動車振興会の補
助施設に限る）に対するボランティア活動推進事業。
3、 その他社会福祉のためのボランティア活動に係わる事業。
●助成の対象となる団体／
助成対象となる活動のうち、1と3の事業に関しては全国社会福祉協
議会又は中央共同募金会の推せんを受けたボランティア活動団体及
び全国社会福祉協議会並びに都道府県･市町村社会福祉協議会であ
ること。
2の事業は社会福祉施設(日本自転車振興会及び日本小型自動車振
興会の補助施設に限る）の設置又は運営に係わる法人あるいはボラ
ンティア活動団体。
●助成の額／
助成対象となる活動のうち1、2の事業は100万円を限度として本財
団が認める額とします。ただし、全国的団体などにおける事業のうち
社会福祉事業への貢献が特に顕著であると認められる事業について
は、この限りではありません。
3の事業は経費のうち2分の1以内の額とします。ただし、本財団が
特に必要と認める事業については、1000万円以内において前記の
助成率にかかわらず本財団が必要と認める額とします。
●助成金交付申請の審査・決定／申請書受付後は、必要な事務的調
査を行った後、審査委員会を随時開催して審査を行い、助成金交付の
決定を行います。従来の実績では、概ね3ヶ月に1回審査委員会を開
催し、社会の新しいニーズに即応するよう努めています。
●応募方法／指定の｢助成事業実施計画申請書」を問い合わせ先ま
たは都道府県共同募金会から取り寄せ、必要項目記入のうえ提出。
●問い合わせ先／財団法人車両競技公益資金記念財団 業務部 公
益振興課　107-0052東京都港区赤坂1丁目9番3号　日本自転
車会館3号館　Tel.03-3582-3311（代）　ホームページ　http:/
/village.infoweb.ne.jp/̃ fvbn5000/
※災害に対する復旧など援護活動への支援などの助成もあります。

「21世紀をになう―伸びゆく子どものため
の活動資金」助成金募集のご案内
●受付締切／6月30日（水）
●助成の目的／核家族化、少子化、都市化などの進行や、家庭・地域
の養育機能の低下などに伴い、日本の子どもたちをとりまく環境は著
しく変化しています。また、今後の人口の高齢化、国際化社会などが
急速に進むなかで、次代をになう児童の健全育成はますます重要な
課題となってきました。
今の時代に必要なのはそれぞれの地域社会において、子どもたちの
成長発達を願う具体的な活動計画を立て、創意に富み、かつきめ細か
な地域実践を推進することです。この助成はその願いのもとに設け
られたもので、地域の人々によって企画された児童健全育成のため
のプログラムに対し助成するものです。
●助成の対象となる団体／地域社会で意欲的に児童の健全育成活
動をすすめている、次のような団体。または地域で活動するグルー
プ・組織を対象とします。（過去3年以内に本活動資金および他の民
間助成団体から助成を受けた場合はご遠慮ください）
1、子ども会、青少年クラブ・サークルなどの青少年団体。
2、青少年自身の組織や、子どものための地域育成グループ・団体。
3、地区社会福祉協議会など、小地域における推進機関。
4、自主的な運営による、地域の児童健全育成活動を行っている民間
施設。
●助成の対象となる活動／国内における児童健全育成活動で、団体
組織内の固有の活動ではなく地域に幅をもった活動とします。
1、これまでにあまり例のない、創造的・ユニークな企画の活動。
2、これまでにもみられる企画でも、今後一層充実が望まれる活動。
3、他の地域のモデルとして、広く普及が期待される活動。
4、補助金、助成金だけでなく、会費などの自主財源など、経費面での
自己努力のある活動。
●助成の額／1団体につき30万円以内。助成団体数は約25団体。
●応募方法／都道府県・指定都市社会福祉協議会にて、各県（市）内
の応募団体をとりまとめて全国社会福祉協議会まで送付。申請には
必ず市町村社会福祉協議会の推薦が必要です。
●問い合わせ先／財団法人朝日生命厚生事業団（担当／西村・切明）
160-0023　東京都新宿区西新宿1-9-14　Tel.03-3342-
0604
●主催／社会福祉法人全国社会福祉協議会、財団法人朝日生命厚生
事業団

の事業で、原則として法人。
●助成の対象となる活動／
1、明確な目的を持ち、実施主体、内容、期間があきらかな企画。
2、一般的な経費不足の補填でないこと。
3、原則として国や地方公共団体の公的補助、もしくは他の民間機関
からの助成と重複しないこと。
4、助成金が目的通りの用途に供されることが確実であること。
●助成の額／総額およそ1億円をめどに50件以上の助成を行います。
●応募方法／所定の申込用紙に必要事項を記入し、所定の添付書類
と共に送付。申込用紙は新郵便番号と住所、団体名、電話番号、Fax番
号、丸紅基金の助成を知った経緯を明記し、ハガキまたはFaxにて下
記まで請求してください。
●問い合わせ先／社会福祉法人丸紅基金　101-0054東京都千代
田区神田錦町2-11　ＮＫＦビル4階　Tel.03-3282-2474・03-
3282-7014　Fax.03-3282-2462　E-mai l　mc-
kikin@mx2.nisiq.net

丸紅基金社会福祉助成事業募集のご案内
●受付締切／6月30日（水）消印有効
●助成の目的／国民福祉の向上に資することを目的に、社会福祉事
業に対して助成を行っています。
●助成の対象となる団体／日本における社会福祉を目的とする民間

の助成。
●助成の額／総額5000万円
●応募方法／所定の申込書に必要事項を記入し下記まで。申込書は
応募申込者の団体名、住所、氏名を記入し、Faxまたは郵便で下記ま
で請求してください。
●問い合わせ先／財団法人太陽生命ひまわり厚生財団事務局　
103-0027東京都中央区日本橋2-11-2太陽生命ビル内　Tel.＆
Fax.03-3272-6268
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三重県内の市民活動団体の人をリレーで紹介していきます。但し、紹介するに当
たってはルールがあります。１・同じ地域で無いこと。2・同じ活動分野で無いこと。
さてどんな人がどんなふうに、つながっているのでしょう。上野市の民営市民活動
支援センター「ウィリアム・テルズ　アップル」代表の中村伊英さんから始まったリ
レーのバトンは今回、嬉野町の茅谷千恵子さんにタッチされました。

たんぽぽクラブ

物ごとを企画構想するのが好き
……以前は名古屋に住んでいたそうですが、そこではどんな活
動をしていたんですか？
名古屋で保母をしていました。プライベートでは山に登ることが好き
で、一緒に自然観察会したり、山に登ったりしていた仲間とネイチャー
クラブ東海という集まりをつくりました。こちらに来てからはなかなか
行けませんけど。
……その経験やノウハウが今も生かされているんですか？
今、中部圏では環境保護などの活動をしているグループのネットワー
クをつくろうという動きがあるんです。そういうところへ行くと教え
てもらうことがいっぱいあります。実践している人って強いですよ
ね。すごく学ぶことがあるし、自分にもできるんやって思えます。
……保母の経験も生かされてますか？
調査書の特技欄に「物ごとを企画構想するのが好き」っていつも書い
てました。行事も視点を変えたら面白くなるよって、遠足をウォーク
ラリーに変えちゃったりとか。お母さんだけでなく、おじいさん、おば
あさんまで巻き込んでいろんなことをしました。子育ては、いろんな
人に支えられてこそ豊かになることを実感しましたね。

かや たに ち え こ

代表茅谷千恵子さんに

聞く

よね。お互いにそれぞれ可も不可も負いながら。そういう意味では
人間社会に通じるんじゃないかと思うんですよ。誰もが素敵なところ
を持っていて、それを生かしながらやっていくとすごい力になるん
じゃないかと思うんです。
……お店を始めようと思ったきっかけは？
店を始めた原点は20歳の時に読んだレイチェル・カーソンの「沈黙
の春」という本。ショックでした。自分で必要な情報を集めて見てい
かないと、世の中表に出ていることだけが正しいとは限らないとい
うことに気づかされたのです。それからは物ごとの真実といろんな
関係でしっかり見ていこうと思いました。例えば子どもの問題にして
も学校や家庭の問題だけじゃないんですね。食や医療、行政、人や自
然も含めた環境など全部がかかわっているのだなって。だから、自分
が教えてもらったことを少しでも伝える所が欲しい、みんなで情報を
交換しあって賢くなっていく場が欲しいと思って店を始めたんです。
別に商売に限らなくても良かったんですけど、良い本を手渡したい
と思う気持ちもあって。
……人の訪れはどうですか？
こうやって開いているといろんな人が声をかけてくれます。お客さ
んにいろんなことを教えてもらって、それをまた別の人に伝えること
もできるし。店の前の道路には車が入らないので、ちょっと時間がで
きた時に子どもたちとバスケットやゴムとびもできます。最近は外で
遊ぶ子どももいないので、ここに来れば遊べると子どもたちが思っ
てくれたら嬉しい。
……本以外にも色々な物が置いてありますね。
ハーブやフェアトレード商品です。フェアトレードというのは環境を
破壊しない、労働条件に負荷を与えないなどを基本とした第3国と
の公正な貿易のことです。商品はそれらを扱っているいくつかのＮ
ＧＯから仕入れています。
……一つひとつに茅谷さんの思いがあるんですね。
例えばポリエチレンラップも展示していますけど、これは燃やしても
ダイオキシンが出ません。そのことをお客さんに話すと何人かは
使ってくれるんですよ。なんか嬉しいじゃないですか。今までは私1

人が集うお店は雑木林
……嬉野町に来たのはいつですか？
今年の6月で店を始めて丸2年になります。家庭の事情で主人の実
家があるこちらに帰ってくることになったんですけど、今まで保育園
を通じて学ばせてもらってたことがぷつっと切れることはすごく残念
だからと、わがままを聞いてもらって子どもの本屋を始めたんです。
……茅谷さんにとってお店はどんな存在ですか？
店の名前がこぴすくらぶと言うんですが、コピス（COPPICE）という
のは英語で雑木林っていう意味。特定の種類の樹木だけの林と違っ
て雑木林というのはいろんな木や植物や鳥や虫が共存していきます

茅谷さんのお店「こぴすくら
ぶ」です。外の階段を上がって
いくと右の写真の集会室があ
ります。
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店内には茅谷さんがこ
だわって揃えた本や商
品が並んでいます。

神田　厚（かんだあつし）さん。
茅谷さんが「たんぽぽクラブで見学に行った」と言う神田さんの自宅
は新建材を使わない純木造家屋のなかに太陽光発電システム、合併
浄化槽に雨水利用など様々な工夫が凝らされています。また、日本の
風力発電研究の草分けである三重大学工学部教授、清水幸丸先生が
つくった自然エネルギーファンクラブでも活躍中です。

します。茅谷千恵子さんはこの人を

集
後
記

’99年度最初の「市民活動ニュース」です。先月にもまして
ボリュームアップした助成金情報はきっと皆さんのお役に
立つことと思います。どんどん活動に利用してください。
また、「市民活動ニュース」では皆さんからの情報やご意
見、ご要望もお待ちしています。Faxや郵便などでお気軽に
お知らせください。よろしくお願いします。

編

紹 介

人だったのが10人、ラップを変えてくれたらそれだけダイオキシンが
出ないんですよ。すごく小さなことだけど気持ちいいですね。
……2階は集会室なんですか？
ええ。20人くらいの会議が出来る広さです。非営利なら1時間500
円で貸しています。子ども劇場の人が例会に使ったりもしています。
……自宅を開放してるってすごいですね。
自分も参加して、お話会もしていますから。お客さんから「会をつくっ
て、お話をする場が欲しい」と持ちかけてくれたんです。ただ本を
売っているだけでは「お話って面白いな」ってことが伝わらないと
思っていたので、私も渡りに船とばかりに参加しました。月に1回、第
3土曜日の午後2時から地域の子どもたちを呼んで続けています。
毎回、来てくれる子も増えました。

……具体的にはどんな活動をしているんですか？
自然観察やゴミについて考えたりする活動のほか、夏にはキャンプも
行っています。津市の南ヶ丘には太陽光発電を取り入れた住宅や道
路交通標識など、いくつものスポットがあるので、その見学にも行き
ました。
……たくさんのスタッフが必要ではないですか？
低学年の子どものお母さんにサポーターとして協力してもらってい
ます。山に登るにしても、キャンプするにしても低学年のお子さん一
人ではちょっと危ないし。それでいて「危ない」ばっかり言っていたら
制約がいっぱいできますから。これがどんどん拡がってきて、「親じゃ
ないけど、すごく自然のことが好きだから僕も入れて」っていう大人
が出てくれば、特に中高生から出てきたらすごく素敵だなって思うん
ですけど。
……映画「地球交響曲」を上映する会に加わったり、本当にい
ろんなことをしていますね。
こちらに来てわずか1年ぐらいでね（笑）。そういうのをおもしろがっ
てやろうと言ってくれる人が出てきたってことでしょうね。私一人の
力では何もできませんから。きっとみんな自分ができることや自分っ
て何だろうってことを探しているんですね。もちろん、私もですが。
……大変じゃないですか？
好きなことですから全然。できないことはできないって言いますし、
誰かが言い出した時はしっかり助けてもらいます。自分一人で全部
やってしまうと次が拡がらないし。誰かにやってもらうとまたその人
が元気になるかなあって思うんですよ。それにいろんなことをするう
ちに人ってたぐりよせればみんな繋がっているかもしれないってこと
をすごく感じて。面白いですね、そういう不思議って。

●
たんぽぽクラブ（茅谷）
住所／515-2317　一志郡嬉野町大字野田字垣内134-11
Tel.＆Fax.05984-2-8135

おもしろがってやろうと言ってくれる人が出てきたって
ことでしょうね。私一人の力では何もできませんから。
きっとみんな自分ができることや自分って何だろうって
ことを探しているんですね。もちろん、私もですが。

……今後の予定は？
子どもたちや地域を巻き込んでフリーマーケットをしようと企画して
います。楽しみながらできることを少しずつやろうって考えているん
ですが、面白いイベントにしたいですね。ある人が「昔、アメ売り紙芝
居ってあったよね。私、それをやる」って言ってくれたので、ほかのみ
んなも変装したりしようと思っています。それでもし地域の人が「あ
そこが何かまたしとるわ」って来てくれて、「楽しかった」と思ってく
れたら、また「こんなことできる？」って言ってきてくれる人もいると
思うんです。地域で何人かが集まればその人を通じて、新しいネット
ワークもできるし、ひょっとしたら「これ面白いからうちでもやろか」
と別の所でする人が出てくるかもしれない。そういうきっかけづくり
になればと思っています。

……子どもエコクラブを始めたのもその一環なんですね。
そうです。去年の4月に環境庁の子どもエコクラブに登録して始めま
した。子どもの時から自然に親しみ、すべてのものに命があるとわ
かっている子どもたちなら、平気でその命を壊すような大人にはなら
ないと思うんです。「たんぽぽクラブ」という名前は子どもたちが考
えてつけてくれました。2年目になる今年は人数がちょっと増えそう
なんですよ。去年の話を聞いて来た子がいるんです。20人越えたら
きめ細かな活動ができないから、別の場所にもう1つつくってもらお
うねって話してます（笑）。

昨年の夏に行われた
「たんぽぽクラブ」の
キャンプ。自然観察を
楽しみました。

子どもの時から自然に親しんで欲しい


